
 
平成18年1⽉11⽇

独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

ブルーアースʼ06の開催について

 海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）は、以下の２つのシンポジウムを合同実施する
「ブルーアースʼ06」を下記の通り開催いたします。
 第22回「しんかいシンポジウム」では、潜⽔調査船「しんかい6500」等を活⽤して得ら
れた海洋地質等の深海域の研究分野における成果を発表いたします。また、もう⼀⽅の第9
回「みらいシンポジウム」では、海洋地球研究船「みらい」を活⽤して得られた海洋の熱
循環や物質循環等の研究分野における成果の発表を⾏います。
 これら発表や寺崎誠東京⼤学海洋研究所所⻑による特別講演等を通じて、学際的な情報
交換を通し、今後の海洋・地球研究に資するものとしたいと考えております。

記
 
1．開催⽇時︓

 平成18年2⽉23⽇（⽊）9:20〜17:40（9:00開場）
平成18年2⽉24⽇（⾦）9:20〜18:10（9:00開場）

2．開催場所︓別紙-1をご参照ください。

 

パシフィコ横浜 会議センター5階

 
・みなとみらい線みなとみらい駅下⾞ 3分
・JR及び横浜市営地下鉄桜⽊町駅下⾞ 徒歩12分
・横浜市営バス1番乗⾞約7分
＊⼊場無料、事前お申し込みの必要はありません。

3．プログラム︓別紙-2をご参照ください。

4．特別講演者のご紹介等（別紙-3）

5．ホームページ︓

 https://www.jamstec.go.jp/において、平成18年2⽉より各成果発表の概略が閲覧で
きます。

 
問い合わせ先

 
海洋研究開発機構 海洋⼯学センター 研究⽀援部
研究調整グループリーダー ⾨⾺ ⼤和  電話︓046-867-9880、9883
経営企画室 報道室⻑ ⼤嶋 真司  電話︓046-867-9193

 

https://www.jamstec.go.jp/j/about/press_release/archive/2006/20060111/2.pdf
https://www.jamstec.go.jp/


＜特別講演者のご紹介＞

寺崎誠（てらざきまこと） 東京⼤学海洋研究所⻑
 1968年に東京⼤学海洋研究所プランクトン部⾨に⼤学院⽣として⼊所して以来、⽑顎動
物の⽣物学的研究やシロザケ稚⿂の⾷性に関する研究、鉛直多層式プランクトン採集器
（VMPS）の開発等に携わってきた。東京⼤学海洋研究所の海洋科学国際共同研究センター
⻑、⼤槌臨海研究センター⻑、国際沿岸海洋研究センター⻑を経て、平成17年4⽉から現
職となる。
 本特別講演では「⽩鳳丸」「淡⻘丸」2隻の学術研究船の平成16-17年度の調査航海につ
いて、概要及びトピックスを講演する。

⼭本郁夫（やまもといくお）海洋研究開発機構 海洋⼯学センター・⾃律型無⼈探査機技
術研究グループ グループリーダー
 「⽣物運動型潜⽔機（BIO〜MANOEUVERING TYPE UNDERWATER VEHICLE）の開
発」が第32回フランス国際FESTIVAL MONDIAL DE L'IMAGE SOUS〜MARINE におい
て、最優秀デザイン賞として世界的に評価されている2005年ARCHIPELAEGO賞を受賞。
同賞は海洋分野の最優秀の設計者に送られるもの。
 本特別講演では、上記⿂ロボット及び昨年3⽉に巡航探査機の世界新記録航続距離317ｋ
ｍを達成した「うらしま」、各々について開発秘話を講演する。

＜特別研究発表及び総合討論についてのご案内＞
特別研究発表
（1） しんかいシンポジウム
 2004年末に発⽣したスマトラ島沖地震は近隣諸国に⼤きな被害をもたらした。当機構で



は、地震発⽣直後の2005年1⽉から3⽉にかけ、海洋調査船「なつしま」による海底地形調
査、海底地震計による余震観測及び無⼈探査機「ハイパードルフィン」による海底のハイ
ビジョン撮影等を⾏った。本発表では、この調査航海の結果を述べる。

（2） みらいシンポジウム
 世界最⼤の科学掘削船である地球深部探査船「ちきゅう」の試験運⽤が開始され、その
⼀環として平成17年11⽉に下北半島沖で実施された⽔圧式ピストンコアリングにより、⽔
深1,200mの海底下からコア（地層の柱状試料）の採取に成功した。本発表ではこの話題を
中⼼に、⽔圧式ピストンコアリングについて発表する。

総合討論︓第⼆回「⽇本における海洋研究船運⽤の現状と将来への提⾔展望に関するシンポジウム」
 世界における海洋研究の現状と展望をふまえ、海洋研究の将来における⽇本の研究調査
船のあるべき姿について議論する。今回は東京⼤学海洋研究所で⾏われた第⼀回シンポジ
ウムを引き継ぎ、とくに⽂部科学省に所属する研究調査船に焦点をしぼり、各分野からの
現場研究者の声を交え、今後の研究調査船のあり⽅と効率的な運⽤システムについて討論
する。


